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はじめに
令和７年３月

　幼児期は生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期です。幼児教育
においては遊びを通して小学校以降の学びの芽生えを培い、小学校では
その学びの芽生えをさらに伸ばしていくことが重要です。かけがえのない
一人一人のこども達のより良い成長を願いこの時期のこどもの学びや育ち
について、一緒に考えていきましょう。
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　架け橋プログラムとは、幼稚園・保育園・こども園と小学校との間のカリキュラムを一層密につなぐ取組
のことです。このプログラムは、０～18歳の学びの連続性を踏まえながら、特に架け橋期の教育の充実を
図り、学びや生活の基盤を育むことを目指します。
　架け橋プログラムをすすめていくためには、園と小学校との情報共有や職員同士・こども同士の交流に
加え、架け橋期のカリキュラムの連携が必要です。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」とは、小学校入学前までに育みたい資質や能力を、10
の視点から具体的な姿として表わしたものです。
この「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」を手掛かりに互いの保育や教育への理解を深めて
いきましょう。

幼保こ小の保育士・教諭等が、共通の視点をもちながら、相互の教育内容
や教育方法の充実を図るために、協働して作成するカリキュラム

架け橋プログラムとは

架け橋プログラムを進めることでいいこといっぱい!!

こどもへの支援の幅が広がり
ます！

こどもたちが自信をもち、笑顔
で次のステップに進めます！

一人一人に応じた支援が充実
します！

日々の保育や教育の質が高ま
り、やりがいを感じます！

こどもの笑顔が保護者の安心
に、保護者の安心がこどもの成
長につながります！

保育者と教職員等のこども観
などが磨かれ、保育力・教育
力が向上します！

０歳～
年少・年中 年長

小学校
１年生

小学校
２年～６年

中学校
１年～３年

高校
18歳

アプローチ期
スタート期

架け橋期

架け橋プログラム

小学校の先取りの教育ではなく小学
校以降の教育を見通しながら、その
基礎となる資質・能力を育成してい
くことを踏まえて教育活動を実施す
るためのカリキュラム

アプローチカリキュラム

小学校に入学したこどもが園の遊び
や生活を通した学びと育ちを基礎と
して、主体的に自己を発揮し、新しい
学校生活を創り出していくためのカ
リキュラム

スタートカリキュラム

架け橋期のカリキュラム情報共有 職員同士
の交流

こども同士
の交流

10の姿を
念頭に
おきながら

10の姿を
踏まえながら

幼児期の終わりまでに
育ってほしい10の姿

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿(10の姿)

幼児期の
終わりまでに
育ってほしい姿

(10の姿)

☆10の姿は、幼稚園教育要領・保育所保育指針・認定こども園教育・保育要領に同じように示さ
れており、どこの園でも「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」の視点は同じです。

☆10の姿は、到達すべき目標ではなく、個別に取り出して指導・評価されるものでもありません。

健康な心と体
● 基本的な生活習慣が身

につく
● 目標をもち意欲的に体

を動かす...など

豊かな感性
と表現

● 遊びや活動の中で、様々
な感情を味わう

● 感情や思いを言葉にし
て表現する...など

言葉による
伝え合い

●  言葉によるやり取りを
楽しむ

● 絵本や物語に親しみ、思
いを巡らす...など

数量や図形、
標識や文字

などへの関心・感覚
● ものを数えたり数字を

使ったりする
●  標識の役割や、形を覚

えたりする...など

自然との
関わり・生命尊重

● 自然の不思議さを確か
めようとする

● 飼育や栽培を通し動植
物に愛着を持つ...など

思考力の芽生
● 遊びの中で試行錯誤する
● 発見を楽しむ...など

社会生活との
関わり

● 公共の場や施設を大切
に使う

● 人の役に立つ喜びを感
じる...など

道徳性・模範意識
の芽生

● やってよいことや悪いこ
とが分かる

●  ルールを理解し守ろう
とする...など

● 自分で考え、工夫する
● 最後までやり遂げて自

信を持つ...など

協同性

自立心

● 友達と積極的に関わる
● 友達と協力する...など
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架け橋期の連携・接続のポイント 幼児教育と学校教育をつなぐ ～学びの連続性～

４３

こどもは、大人との安心できる環境の中で過ご
すことで、試行錯誤を重ね思考力や創造力を
伸ばし主体性をもって遊ぶようになりま
す。
そして友達との関わりを通じて思考力や
表現力、粘り強さ等を自然に身につけ
ながら、非認知能力を育んでいきます。

こどもが愛着を深めるための大人との関わり
のポイントは

● 安心感を与える ● やさしく応える
● スキンシップをとる  ● 信じて受け入れる

これらの関わりが、こどもの心に「大切にされ
ている」という安心感を与え、愛着を深めます。

幼稚園 保育園 こども園
園同士のつながり　どの園でも、幼児期にふさわしい育ちと学びを！

家庭は、
こどもの安心の基地、
安全な場所に

地域は、
豊かな遊びや
学びの応援団に

家　庭 地　域

小学校

中学校

小学校１年生は
０からのスタートではなく、

幼児教育との
つながりを大切にした
学校教育を！

関わりの中で
より良い自己決定

ができるよう
導きますこどもに関わる

すべての関係者が
立場を超えて
連携・協働を！

情報の発信

● 園と学校の保育や教育の方針
● 行事予定・おたより
● こどもたちの活動の様子
● 子育てのヒント「ふじえだマナーブック」の配布

授業で人を育てる
自己決定　相手との関わり

人間的ふれあい　存在感　発達の可能性

人の交流

● 園児と児童・生徒の交流
● 保育者と教職員の交流
● 地域の方々との交流（行事等への参加）

カリキュラムの作成

● 学区ごとの目指すこどもの姿を共有
● 学区ごとの連携の計画やカリキュラムの作成
● 架け橋期コーディネーターの巡回

健康な
心と体豊かな

感性
と表現

言葉による
伝え合い

数量や
図形、標識や
文字などへの

関心・感覚

自然との
関わり・

生命尊重 思考力
の芽生

社会生活
との

関わり

道徳性・
模範意識

の芽生

協同性

自立心

幼児期の
終わりまでに

育ってほしい姿
(10の姿)

小学校の学びは
０からのスタートではない

中学生

高校生

大学生・社会人

小学生

乳幼児

スタートカリキュラム

アプローチカリキュラム

接続

こどもの迷い、
葛藤し、決断する姿を

大切に支えます

こどもが自らの
良さや可能性を力

いっぱい発揮できる
よう支援します

どの子も安心
して表現できる、

開放された学びの
場を保障します

切磋琢磨と
ぬくもりのある授業を

目指します

学校教育
教科等中心

学ぶという意識をもち、課題
を解決していく計画的な学び

幼児教育
遊び中心

さまざまな体験を重ね、興味や
関心に沿った学びの芽生え

〇知識及び技能
〇思考力・判断力・表現力等
〇学びに向かう力、人間性等

小・中・高学習指導要領

〇知識及び技能の基礎
〇思考力・判断力・表現力等の基礎
〇学びに向かう力、人間性等

幼稚園教育要領
幼保連携型認定こども園

教育・保育要領
保育所保育指針

育みたい資質・能力は
貫かれています
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生き物との関わりを通して
生き物に親しみをもち
命のすばらしさを感じる

生活科
「いきものとなかよし」

個数の数え方や数の
読み方などを

理解し、数を用いる
ことができる

算数科
「10までのかず」
「あわせていくつ」

学校教育 幼児教育に遊びを通して育った力は、小学校教育にどのようにつながっていくの？

幼児教育 ダンゴムシとの時間は、こんな「10の姿」に結び付いています

何を食べるか
調べてエサを用意
しないとね！

どこに
いるのかな？！
もっとさがして
みたい！

何匹いるか
数えてみよう

〇個と〇
個全部で

〇個になるね

幼児の遊びと学校教育に結び付く10の姿

ダンゴムシと遊びたい

思考力
の芽生

身近な動植物に愛着をもち、
遊び場を作ろうと、身近な
材料を用いて試行錯誤する。

数量や図形、
標識や文字
などへの
関心・感覚

数が増えていることに
気付き、数を意識する。

言葉に
よる

伝え合い

自分の考えを伝えたり、相手
の話を注意深く聞いたりし、
言葉での伝え合いを楽しむ。

協同性 友達の思いに共感し、役割分担
をしながら協力して作ろうとする。

自然との
関わり・
生命尊重

身近な動植物に関心を持ち世話
をしたり観察したりし、命ある
ものとして大切にする気持ちを持つ。

豊かな
感性
と表現

友達と一緒に感じたことを表現
することを楽しみ、意欲を持つ。

５歳児の女児二人。土手での散歩でダンゴムシをつかまえて帰ってくると「ダンゴムシちゃんたちに
遊び場を作ってあげたいの！」と虫かごからダンゴムシを出し、遊び場つくりに試行錯誤している
とダンゴムシのおなかに何か動くもの（赤ちゃん）を発見しました！！

階段と一緒に
滑り台も作ったら、
もっとおもしろい

かも

赤ちゃん、たくさん
生まれてる～
何匹いるん
だろう？

遊び場を
つくってあげたいの。

階段が
いいかな...

私も一緒に
階段作るよ
ここのとこ、

　やってみるね

ねぇ、
順番っこにやる？

こっち、先に
やっていいよ。

ダンゴムシを
触った後は

手を洗わないと
だよね～
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